第28978号    2010年7月11日                          　   教会年間聖句
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　わたしがあなた方を愛したように、あなたがたも　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 互いに愛し合うこと、これがわたしの戒めです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　     ヨハネ１５：１２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　真の王の王、主の主　　　黙示録　19：11－16
世の中の大部分の人々は正義を好み、悪が横行していることを憂い、正して欲しいと望みます。大部分がそう望むなら世の中は平穏無事の方角へむかっているかというと、なかなかそうでないのが悲しい現実で、文明の利器は飛躍して行くにもかかわらず追い討ちをかけるように悪用され、秩序はますます乱れ、迷わされ、不安な要素は益々増大しています。個人個人の人間関係の場合においても、自分は正しく相手が悪いと判断して、相手を正そうとすると（アプローチの仕方によりますが）感情問題となり、エスカレートして喧嘩の元になりがちです。どちらも正しいと思っているときはなおさらむずかしいです。国と国との間のことになると、戦争が起きます。人類の歴史は、血で血を洗うような悲惨な連続です。よりよい人間関係を築いていくためには、違った意見でも同意できない場合でも、相手をレスペクトすることが大切です。何が正しいかを決めることはなかなか難しいことで、多くの場合一般的常識や、そのコミュニティーの習慣、法律が基準になりますが、究極的には神の言葉である聖書であり、神御自身です。ミネソタ州の Duluth 市の小高い丘に裁判所がありますが、門の右側に十戒が石版に刻まれてあるのを見て襟を正される思いでした。主イエス・キリストは罪の汚れに染まった世を正し、治めるために再びおいでになります。
　
１．再臨される主イエス・キリスト
永遠の昔より三位一体の神として存在されたお方が、旧約時代からの数々の預言どおりに人となって乙女マリヤをとおしてこの地上に顕現（来臨）されました。これが第一の来臨です。全宇宙が創造される以前から存在し、創造の御業に携わったお方（コロサイ1:16） が天の栄光を後ろにして、この地上においでになりました。どこの国においても国家元首や首脳部たちを迎えるには、その国の指導者たちが国賓として丁重に迎えます。世界の国々に国賓として迎える人々のために、その国が準備した特別な迎賓館があります（クラブ、○○式場とは違う）。日本には国賓を迎えるために、赤坂迎賓館や京都迎賓館などがあります。神の子キリストがおいでになったとき、地上の人たちはどのように迎えたでしょうか。「この方はご自分のくにに来られたのに、ご自分の民は受け入れなかった。」（ヨハネ1:11） とあるように、人間は何と恐れ多い、無礼なことをしたのでしょうか。しかも十字架につけて殺すという残酷な罪深いことをしてしまいました。しかしこのことが罪の代価を支払い、罪によって滅びていく人間を救う神の方法でした。主は死から復活して死と悪魔に打ち勝って昇天されました。主はもう一度この地上においでになって、世を正してくださることを御言葉は裏付けています（マタイ24: 29-31; 25:31-46、ローマ8:18-30）。
２．正義のさばき主イエス・キリスト
 　勧善懲悪のストーリーは、小説、芝居、映画などで人気を博していますが、現実の社会では悪がのさばり、不公平と思われることが多すぎます。人間の美しい面も沢山あるけれど、罪に満ちた世にあって神に背を向け、互いに憎み傷つけあっていることは悲しいことです。主の第一の来臨は僕のかたちをとり（ピリピ2:7）、十字架の死によって罪の贖い（血の代価を払って買い戻す）によって救いの業をなして昇天されました。黙示録19:11-16の御言葉は、再臨の主が大艱難の最中において悪の力と戦って勝利を得る主と、それに従う人たちの姿を描写しています。この地上の再臨において、白い馬に乗っておられる「忠実で真実な者」、「神の言」と呼ばれ、王冠には神以外は誰も知らない名が書かれているお方は主イエス・キリストで、ほふられる小羊としてではなく義をもってさばきをし、戦士として、万軍の主としての出陣です。
　純白で汚れのない麻布を着ている天の軍勢は、主の空中再臨のときに死から復活した人たちと、信仰をもった人たちが生きているとき携挙された（Ｉテサロニケ4:14-17） 人たちも加えられた天の軍団でしょう。
３．　王の王、主の主
神に敵対する軍勢に立ち向かう主の着物にも、ももにも 「王の王、主の主」と書かれており、天と地における 「王の王、主の主」です。その名のごとく威力を示し、正義の裁きのために来られるお方です。１７節にもつづいていくこの場面は、黙示録16:16預言されているハルマゲドンの戦いを指すものと思われますが、神の側の一方的勝利で、所詮神に敵うことができないことが証明済みです。世には聖戦と名のつく戦争が数々ありました。しかし殆どが自分たちの都合の良い解釈にもっていくことが多いですが、この戦いはキリストと反キリストとの戦いで、世界を惑わし、人々を苦しめる一切の悪魔の勢力を滅ぼすための地上における最後の戦いです。戦いは悲惨な状況でありながらヨハネは戦いの状況を詳細に示していませんが、それは全歴史を通して神の御心がなり、救いの業が完成し、キリストにあらわれた神の愛が全てにまさることを強調し、全人類に希望を与えるためです。
全ての人、私自身を含めて自分の心の王座を誰が占めているか、自分か主か、胸に手を当てて神から示していただきましょう。神の御心にかなわない悪魔に利用される世的なことがらが不法占拠していたら、神に祈って潔めていただき、愛化、栄化へと導いていただきましょう。
　「見よ、わたしはすぐに来る。この書の預言のことばを堅く守るものは、幸いである。」 (黙示録22:7)。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜鈴木光夫＞

